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１．計画策定プロセスの大枠 

 
 

【2022 年度】⋯既存資料調査、各対象の意識調査、ヒアリング、市民ワークショップ

など各種調査を行い、計画検討に必要な「材料」を収集します。それらを整理・分析

して報告書にまとめ、途中過程も含めて関係者と確認・共有します。 

【2023 年度】⋯2022 年度の報告と現計画の点検・評価結果を基に、第 2 次計画で扱

う解決すべき課題と望む未来の姿（ビジョン）を設定します。そのうえで課題解決と

ビジョン実現に向け“刈谷市の特性”を踏まえた手立てを検討し、庁内策定部会、国

際化・多文化共生推進委員会、パブリックコメントを経て、第 2次計画を策定します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（２）第２次計画策定のポイント 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

2022年度（令和4年度） 2023 年度（令和 5 年度） 

策定方針 
合意決定 

国際化･多文化共生 
の現状と課題を 
把握するための 

材料の収集・分析 

現計画 
の総評 

（点検･評価） 

解決すべき課題 
とビジョン 

の設定 

課題解決と 
ビジョン実現 

のための 
手立ての検討 

関係者との 
合意形成を経て 

第２次計画 
の策定 

関係者と 
確認共有 

第２次刈谷市国際化・多文化共生推進計画策定の方針 

資料２ 

❶ 現計画が掲げる国際化・多文化共生の４つの目的を大切な視点として活か

し、計画の継続性を持たせる。 

❷ 外国人市民の状況や市の特性を踏まえて、「国際化・多文化共生」の現状

と課題を把握し、施策立案の材料を揃える。 

❸ 外国人市民の永住化を念頭に、ライフステージ毎の外国人市民の「支援」、

地域と地球規模の「共生」を、施策の柱に位置づける。 

❹ 「共存・協働」の理念の下、検討手順を明確にして、関係者との合意形

成を丁寧に進める。 

❺ 現計画第３期重点協働プロジェクトで生まれた外国人の共助コミュニテ

ィとの協働を進める良い機会と捉える。 
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（３）計画策定の展開図 
 
◇前述の❶～❺の「ポイント」を踏まえた計画策定の展開を下図に示しました。 
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 （ポイント❶参考資料） 国際化・多文化共生の目的と現計画の成果例と課題 
 

目的 解説 現計画の成果例★と課題▲ 

1．多様性を 
  成長につなげる 

外国人市民を受け容れることや多様
な人の集まりとなることで、新しい
出会い、発見、創造のイノベーショ
ン（変化・改革）などを生み出す原
動力となり、市民やまちの成長につ
ながります。 

★ワールデン活動⋯マスコミや研究者
が注目する市民主体による多文化共生
活動になった。地域の中小企業や大学
との連携も進み、多様なセクター同志
の顔の見える関係づくりに役立った。  
▲他地域への横展開、好事例の創出 

2．地球規模の 
  共生をすすめる 

Think globally , Act locally （地球的
な視野で考え、地域で行動しよう）
は、地球規模で進む共通の課題を解
決し、相互依存で成り立っている私
たちの暮らしをまもっていくことに
つながります。 

★ESD の推進⋯愛知教育大学（留学
生）､刈谷北高校､市立小・中学校との
連携や国際プラザを活用した ESD 講
座を多く展開できた。  
▲より多くの学校との連携実施、 
持続可能な開発目標 SDGsの推進 

3．すべての人の 
  人権もまもる 

日本における人権の重点課題の１つ
である「外国人の人権」をまもるこ
とは、女性、子ども、高齢者、障が
い者などの人権をまもることと根底
は同じであり、包括的にすべての人
の人権をまもることにつながりま
す。 

★外国人市民困り事相談ガイドの作成
⋯日本で生活する外国人が困った時に
３つの壁（言葉、制度、心）を乗り越
え、どこにアクセスするとよいかを指
南した小冊子案を作成できた。  
▲ライフステージ毎の支援策の充実
（全部署の連携）、偏見・差別の払拭 

4．共存・協働の 
   まちをつくる 

共に地域で暮らす外国人市民ととも
に、暮らしやすく心の通ったまちに
していくための共通の課題に、「対
話」「理解」「共感」を大切にしなが
ら取り組むことは、共存・協働のま
ちをつくることにつながります。 

★外国人共助コミュニティの形成⋯フ
ィリピン（SBK）、ベトナム（VNK）、
ブラジル（Oasis Brasil）ができ、そ
れぞれが主体的に考えた目的を達成す
るために様々な活動を展開している。  
▲コミュニティの周知･メンバー拡充、 
日本人の参画、他国籍への横展開 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ポイント❸参考資料）ライフステージ毎の外国人市民支援の施策展開例（愛知県） 
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（４）２年間の策定スケジュール 
 

 
 
 

 

年月

● ● ● ● ●

策定方針の協議

調査票の設計  翻訳 調査期間 集計分析

協議･修正 印刷･発送 データ入力

方針 実施･まとめ

相手先との調整

調査票の設計 配信 まとめ

協議･修正 集計･分析

① ②

●   ●

委員長打合せ 記録 委員長打合せ 記録

① ②

記録 記録

企画 周知・依頼 開催

記録作成

年月

● ● ● ● ● ●

① ② ③

● ●  ●

委員長打合せ 記録 委員長打合せ 記録 委員長打合せ 記録

① ② ③

記録 記録 記録

点検評価､まとめ

施策動向調査

原案のまとめ 修正 修正

骨子の作成

意見募集 結果公表

回答調整

3月議会

概要版原案作成 デザイン

翻訳 納品

2022年度（令和４年度）

業務内容 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

⓪
策定方針の協議、
打合せ

①
外国人市民の現状把
握調査

②
市民意識調査
（外国人市民・日本人
市民）

③ 関係団体ヒアリング

7月

④
刈谷市役所職員意識
調査

⑤
①～④とりまとめ報
告書作成

⑥
刈谷市国際化・多文
化共生推進委員会の
開催支援

⑦
庁内策定部会の開催
支援

⑧
つなぐミーティング
の開催支援

2023年度（令和５年度）

2月 3月

⓪ 打合せ

⑥
刈谷市国際化・多文
化共生推進委員会の
開催支援

8月業務内容 4月 5月 6月 9月 10月 11月 12月 1月

⑪
パブリックコメント
の実施支援

⑬ 概要版の作成

⑦
庁内策定部会の開催
支援

⑨
現計画の総評、施策
動向調査

⑩
第２次計画案の原案
作成、修正

⑫
刈谷市議会委員会へ
の報告


